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仮
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技
術
者
達

ミ
ヒ
ラ
モ
ン



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ

Ｎ

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
シ
ス
テ
ム
・
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
司
る
山
木
は
、

デ
ジ
モ
ン
達
を
一
斉
に
消
去
し
て
し
ま
う
べ
く
、
シ
ャ
ッ
ガ
イ
を

起
動
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
底
知
れ
ぬ
力
は
、
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル

ド
と
も
う
一
つ
の
世
界
の
壁
を
、
突
き
崩
そ
う
と
も
し
て
い
た
」

○
南
新
宿
デ
ッ
キ

ク
ル
モ
ン
を
襲
お
う
と
し
て
い
た
イ
ン
プ
モ
ン
、
蒼
く
う
ね

る
空
を
見
上
げ
る
。

イ
ン
プ
モ
ン
「
な

何
だ
よ
…
…
こ
の
変
な

」

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
、
何
か
怖
い
で
く
る
ー
」

○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
ジ
ェ
ン
の
部
屋

ジ
ェ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
！
（
慄
然
）
」

テ
リ
ア
モ
ン
、
狂
っ
た
よ
う
に
窓
を
叩
い
て
い
る
。

そ
の
窓
の
向
こ
う
に
は
、
青
い
渦
が
夜
空
に
巻
い
て
い
た
。

ご
お
お
お
お
お
！

ジ
ェ
ン
「
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ!?

」

○
靖
国
通
り
（
外
苑
西
通
り
交
差
点
近
く
）

空
を
見
上
げ
な
が
ら
走
る
留
姫
。

留

姫
「

デ
ジ
タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
…
…
？

違
う
…
…
！

何
で

何
で
あ
ん
な
に
大
き
い
の!?

」

留
姫
を
追
っ
て
ビ
ル
の
間
の
闇
を
駆
け
抜
け
る
レ
ナ
モ
ン
。

○
西
新
宿
／
都
庁
近
く
の
歩
道
橋
上

サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
し
山
木
、
あ
た
か
も
夜
空
に
満
席
の
客
が

い
る
が
如
く
、
挨
拶
。

山

木
「
さ
よ
な
ら
だ
、
無
秩
序
な
る
獣
た
ち
」

１



□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
新
宿
都
庁
地
下
／
ネ
ッ
ト
管
理
局
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

巨
大
な
光
ケ
ー
ブ
ル
の
束
の
中
を
、

光
の
奔
流
が
凄
ま
じ
い
勢
い
で
旋
回
し
て
い
る
。

○
都
庁
内
／
ネ
ッ
ト
管
理
局
管
制
セ
ン
タ
ー

ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
青
い
渦
が
埋
め
つ
く
し
て
い
る
。

麗

花
「
（
慄
然
）

凄
い
…
…
」

恵

「
（
必
死
に
職
務
に
向
か
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
物
理
レ
イ
ヤ
ー
、

完
全
に
シ
ャ
ッ
ガ
イ
の
制
御
下
に
入
り
ま
し
た
。
各
所
に
遍
在
し

て
い
る
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
が
集
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
！
」

グ
リ
ッ
ド
が
中
央
に
向
か
っ
て
集
中
。

○
都
庁
近
く
の
歩
道
橋
上

パ
ー
ム
デ
バ
イ
ス
で
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
を
モ
ニ
タ
し
て
い
た
山
木
、

山

木
「
そ
う
だ
、
お
前
た
ち
の
墓
場
は
こ
こ
だ
。
最
初
か
ら
存
在
し
て
い

な
い
、
そ
う
い
う
事
に
な
る
」

と
、
下
か
ら
タ
カ
ト
の
声
。

タ
カ
ト
「
（
オ
フ
）
ギ
ル
モ
ン!

!

」

山

木
「
！
」

○
歩
道
橋
下

駈
け
て
き
た
タ
カ
ト
と
ギ
ル
モ
ン
、
都
庁
上
空
に
広
が
る
渦

を
見
上
げ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
こ
、
こ
れ
っ
て
…
…
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う!?

」

ギ
ル
モ
ン
「

ギ
ル
モ
ン
、
何
か
変
だ
よ
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
え
っ
？

ど
う
し
た
の!?

」

ギ
ル
モ
ン
「
何
か

、
身
体
の
中
で

、
ワ
ギ
ワ
ギ
シ
ャ
ー
シ
ュ
ー
」

２



タ
カ
ト
「
（
困
惑
）
え
っ
？

ど
う
い
う
意
味
？

そ
れ
じ
ゃ
判
ん
な
い
よ
」

ギ
ル
モ
ン
「

ギ
ル
モ
ン
の
身
体
が
熱
く
な
っ
て
る
ん
だ
」

ギ
ラ
ギ
ラ
と
目
を
光
ら
せ
見
上
げ
る
ギ
ル
モ
ン
。

タ
カ
ト
「

ギ
ル
モ
ン
…
…
」

○
管
制
セ
ン
タ
ー

渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
消
滅
し
て
い
く
輝
点
。

麗

花
「
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
が

消
え
て
い
く
…
…
」

轟
音
の
中
に

、
微
か
に
聞
こ
え
る
デ
ジ
モ
ン
の
叫
び
。

恵

「
（
耳
を
抑
え
）
や
だ
っ
！

怖
い
！
」

キ
ッ
と
な
っ
て
麗
花
、
素
早
く
パ
ネ
ル
の
ス
イ
ッ
チ
操
作
。

麗

花
「
シ
ャ
ッ
ガ
イ
、
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
の
消
去
中
。
物
理
レ
イ
ヤ
ー
の

占
拠
終
了
ま
で
あ
と

８
秒
」

○
歩
道
橋
下

見
上
げ
て
い
る
タ
カ
ト
の
前
に
、
山
木
立
つ
。

タ
カ
ト
「
！
」

山

木
「
い
ず
れ
、
こ
っ
ち
の
世
界
に
現
れ
た
異
物
も
廃
除
し
な
き
ゃ
な
」

タ
カ
ト
「
廃
除
…
…
、
（
ハ
ッ
と
見
上
げ
）
あ
れ
は
デ
ジ
モ
ン
達
を
…
…
」

山

木
「
今
ま
で
生
き
延
び
て
こ
れ
た
だ
け
で
も
幸
せ
に
思
う
べ
き
だ
」

ギ
ル
モ
ン
「
（
山
木
に
威
嚇
、
喉
を
鳴
ら
し
）
グ
ル
ル
ル
ル
」

山

木
「
君
た
ち
の
遊
び
相
手
は
、
た
だ
の
お
友
だ
ち
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

極
め
て
タ
チ
の
悪
い
人
工
知
性
で
し
か
な
い
の
だ
」

タ
カ
ト
「
そ
ん
な
事
、
な
い
ぞ
！

デ
ジ
モ
ン
は

人
間
と
友
だ
ち
に
な

っ
て
る
デ
ジ
モ
ン
は
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
！
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
！

青
い
渦

。

山

木
「
（
ふ
と
怪
訝
）
ん
…
…
？
」

渦
の
中
央
に
、
黒
い
柱
が
見
え
る
。

山

木
「
何
だ
あ
れ
は
…
…
。
（
パ
ー
ム
デ
バ
イ
ス
に
）
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
！
」

○
管
制
セ
ン
タ
ー

３



麗

花
「
山
木
室
長
！

シ
ャ
ッ
ガ
イ
の
渦
の
中
に

、
巨
大
な
何
か
が

リ
ア
ラ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
！
」

山
木
の
声
「
ど
う
い
う
事
だ
！

そ
ん
な
事
が
起
こ
る
筈
が
無
い
！
」

恵

「
（
悲
痛
）
大
き
い
！

大
き
過
ぎ
る
よ
！
」

山
木
の
声
「
落
ち
着
け
！
」

シ
ャ
ッ
ガ
イ
の
操
作
パ
ネ
ル
が
ヒ
ー
ト
し
始
め
た
。

技

師
「
う
あ
っ
！
」

ビ
シ
ビ
シ
ビ
シ
！

パ
ネ
ル
が
割
れ
て
い
く
。

○
西
新
宿
遠
景

渦
の
中
央
か
ら
巨
大
な
八
角
柱
が
降
下
し
て
く
る
。
西
新
宿

一
帯
に
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
幕
が
掛
か
る
。

○
松
田
ベ
ー
カ
リ
ー
／
居
間

新
聞
を
読
ん
で
い
た
タ
カ
ト
の
父
、
点
け
て
い
た
テ
レ
ビ
の

異
状
に
気
づ
く
。

タ
カ
ト
の
父
「
あ
あ
？
」

通
常
番
組
に
奇
妙
な
図
形
が
ノ
イ
ズ
混
じ
り
に
表
示
さ
れ
る
。

○
都
庁
前
の
道

ズ
ズ
ズ
ズ
…
…
。
巨
大
八
角
柱
が
降
り
立
つ
。

山

木
「
（
愕
然
）
こ
ん
な
事

、
起
こ
る
筈
…
…
」

シ
ュ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
…
…
。
八
角
柱
が
引
き
ず
り
込
ん
だ
デ
ジ

タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
の
霧
が
濃
厚
に
辺
り
を
包
む
。

ピ
ー
ッ

ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
ッ
！

う
わ
っ
、
と
耳
か
ら
レ
シ

ー
バ
を
叩
き
落
と
す
山
木
。

ふ
と
気
づ
く
と
、
パ
ー
ム
デ
バ
イ
ス
の
液
晶
に
、
あ
の
奇
怪

な
姿
の
影
が
浮
か
ん
で
い
る
。

山

木
「!?

」
八
角
柱
に
び
っ
し
り
と
刻
ま
れ
て
い
た
紋
様
が
黄
色
に
輝
く
。

山

木
「
（
僅
か
に
震
え
て
い
る
）
こ
ん
な
、
こ
ん
な
事
…
…
、
絶
対
…
…
」

４



と
、
八
角
柱
か
ら
く
ぐ
も
っ
た
声
が
轟
い
た
。

声

「
我
等
を
造
り
し
人
間
よ
。
我
等
は
我
等
自
身
の
神
に
従
う
」

山

木
「
（
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
に
）
な
ん
、
だ
っ
て
…
…
？
」

声

「
人
間
は
最
早
、
我
等
の
果
て
し
無
き
進
化
を
助
く
る
の
み
に
存
在

す
る
」

山

木
「
ふ
ざ
け
た
事
を
！

人
間
が
お
前
達
を
助
け
る
だ
け
の
存
在!

?

」

声

「
そ
の
証
が
、
こ
れ
だ
。
人
間
は
我
々
に
道
を
開
い
た
」

ド
オ
オ
オ
オ
ン
！

八
角
柱
が
虚
空
に
光
を
放
っ
た
！

そ
の
筋
は
周
囲
に
�
ゾ
ー
ン
�
の
質
感
の
ト
ン
ネ
ル
を
開
く
。

タ
カ
ト
「
！

あ
の
模
様
！

前
に
見
た
事
が
あ
る
！
」

山

木
「
な
っ
、
何
な
ん
だ
よ
あ
れ
は
！
」

タ
カ
ト
「
こ
っ
ち
の
世
界
と
あ
っ
ち
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
が
重
な
っ
て
る

ん
だ
！
」

山

木
「

ま
さ
か

、
ま
さ
か
こ
の
私
が

、
奴
ら
の
為
に
、
奴

ら
が
自
由
に
出
入
り
出
来
る
穴
を
開
け
て
し
ま
っ
た
の
か
よ
！
」

○
管
制
セ
ン
タ
ー

恵

「
（
悲
痛
）
ワ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
、
急
速
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
中
！

こ
ん
な
大
き
な

、
信
じ
ら
れ
な
い
！
」

○
西
新
宿
遠
景

デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
幕
に
覆
わ
れ
た
都
庁
群
。

そ
の
中
央
に

、
巨
大
な
デ
ジ
モ
ン
が
降
下
し
て
く
る
！

巨
大
な

あ
ま
り
に
巨
大
な
虎
の
如
き
姿
・
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
！

○
都
庁
前

降
下
し
た
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
咆
哮
。

タ
カ
ト
「

で
、
で
か
す
ぎ
…
…
」

ジ
ェ
ン
「
（
オ
フ
）
タ
カ
ト
く
ー
ん
！
」

ハ
ッ
と
振
り
向
く
タ
カ
ト
。

ジ
ェ
ン
と
留
姫
、
テ
リ
ア
モ
ン
、
レ
ナ
モ
ン
を
伴
っ
て
走
っ

５



て
く
る
。

タ
カ
ト
「
リ
ー
君
！

留
姫
！
」

ジ
ェ
ン
「
（
山
木
を
見
て
）
！

あ
な
た
は

」

山

木
「
（
レ
ナ
モ
ン
、
テ
リ
ア
モ
ン
を
見
て
）
こ
の
世
界
の
秩
序
を
狂
わ

せ
て
る
ん
だ
ぞ
！

お
前
達
は
！
」

山
木
、
走
っ
て
い
く
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
ー
（
ふ
に
ゃ
ー
）
」

レ
ナ
モ
ン
「
（
見
上
げ
な
が
ら
）
留
姫
」

留
姫
、
ハ
ッ
と
な
っ
て
Ｄ
ア
ー
ク
を
見
る
。

○
レ
ナ
モ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｖ咆

哮
す
る
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
。

し
か
し
、
デ
ー
タ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
は
開
か
な
い
。

留

姫
「
（
オ
フ
）
デ
ー
タ
が
無
い
。
こ
ん
な
デ
ジ
モ
ン
、
存
在
し

」

と
、
デ
ジ
モ
ン
文
字
が
急
速
ス
ク
ロ
ー
ル
。

○
都
庁
前

ジ
ェ
ン
、
自
分
の
Ｄ
ア
ー
ク
を
見
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
」

留

姫
「
ミ
ヒ
ラ
モ
ン

、
完
全
体

」

テ
リ
ア
モ
ン
「
ジ
ェ
ン
、
ぼ
く
進
化
し
て
い
い
よ
ね
ー
」

ジ
ェ
ン
「
う
ん
！

テ
リ
ア
モ
ン
、
い
く
ぞ
！
」

留

姫
「
レ
ナ
モ
ン
！

あ
た
し
た
ち
も
！
」

レ
ナ
モ
ン
「
今
な
ら
進
化
出
来
る
！

留
姫
！
」

留

姫
「

ど
の
カ
ー
ド
…
…
（
一
瞬
迷
う
）
」

タ
カ
ト
「
進
化
フ
ェ
イ
ズ
カ
ー
ド
だ
よ
！
」

ジ
ェ
ン
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」

ジ
ェ
ン
と
留
姫
、
カ
ー
ド
を
構
え
る
。

ジ
ェ
ン＋

留
姫
「
カ
ー
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！
」

○
進
化
バ
ン
ク

６



テ
リ
ア
モ
ン
、
ガ
ル
ゴ
モ
ン
に
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
進
化
～
っ
、
ガ
ル
ゴ
モ
ン
！
」

レ
ナ
モ
ン
、
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
に
。

レ
ナ
モ
ン
「
レ
ナ
モ
ン
進
化
！

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
！
」

○
都
庁
前

進
化
し
た
二
体
、
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
眼
前
に
向
か
っ
て
い
く
！

ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
え
え
い
っ
」

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！

ガ
ト
リ
ン
グ
砲
炸
裂
！

レ
ナ
モ
ン
「
狐
葉
楔
！
」

レ
ナ
モ
ン
の
光
の
刃
、
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
に
！

○
ヒ
ロ
カ
ズ
の
部
屋つ

ま
ら
な
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
る
ヒ
ロ
カ
ズ
と
ケ
ン
タ
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「

な
ぁ
」

ケ
ン
タ
「

な
に
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
俺
さ
あ
、
デ
ジ
モ
ン
…
…
」

ケ
ン
タ
「
デ
ジ
モ
ン
が
、
何
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
な
ん
で
も
な
い
」

ケ
ン
タ
「

タ
カ
ト
が
う
ら
や
ま
し
い
？
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
そ
ん
な
事
！

」

○
都
庁
前

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
！

ぼ
く
た
ち
も
行
く
よ
！
」

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
、
進
化
す
る
！
」

カ
ー
ド
を
構
え
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
カ
ー
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！

進
化
プ
ラ
グ
イ
ン
Ｓ
！
」

火
花
を
散
ら
し
て
カ
ー
ド
が
ス
ロ
ッ
ト
！

○
進
化
バ
ン
ク

７



ギ
ル
モ
ン
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
に
。

ギ
ル
モ
ン
「
ギ
ル
モ
ン
進
化
ぁ
ぁ
ぁ
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

○
都
庁
前

グ
ラ
ウ
モ
ン
叫
ぶ
！

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
ガ
ル
ゴ
モ
ン
を
た
や
す
く
地
へ
叩
き
落
と
す
。

ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
わ
あ
あ
ん
」

ジ
ェ
ン
「
ガ
ル
ゴ
モ
ン
！
」

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン

、

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
「
鬼
火
玉
ッ
！
」

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
の
放
っ
た
火
球
、
睨
み
を
利
か
し
、
ミ
ヒ
ラ

モ
ン
鼻
先
に

、

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
！

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
鼻
息
で
か
き
消
さ
れ
る

鬼
火
玉
た
ち
。

○
ヒ
ロ
カ
ズ
の
部
屋窓

か
ら
住
宅
街
の
屋
根
の
向
こ
う
を
必
死
に
見
て
い
る
ヒ
ロ

カ
ズ
と
ケ
ン
タ
。

ヒ
ロ
カ
ズ
「
今
の
光
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
と
ケ
ン
タ
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

窓
か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
で
離
れ
、
階
段
を
降
り
て
い
く
音
。

○
都
庁
前

留

姫
「
こ
れ
が
完
全
体!?

ま
る
で
究
極
体
み
た
い

」

ジ
ェ
ン
「
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
モ
ン
と
、
ク
ラ
ス
が
違
う
ん
だ
…
…
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
フ
レ
イ
ム
！
」

タ
カ
ト
「
そ
う
だ
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

少
し
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
ミ
ヒ
ラ
モ
ン

、
怒
り
を
露
に

し
て
グ
ラ
ウ
モ
ン
に
向
か
っ
て
巨
大
な
口
蓋
を
開
き

迫
る
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
牙
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
、
大
柄
な
身
体
を
俊
敏
に
動
か
し
、
反
転
。
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タ
カ
ト
「
あ
あ
っ
！

危
な
い
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
プ
ラ
ズ
マ
ブ
レ
イ
ド
ッ
！
」

果
敢
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
く
グ
ラ
ウ
モ
ン
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
の
光
の
剣
が
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
目
を
貫
く
！

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
「
ぐ
お
お
お
お
ん
ん
ん
ん
ん
ん
！
」

激
し
く
咆
哮
す
る
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
。

○
住
宅
街
の
道

買
い
物
帰
り
の
樹
莉
、
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
に
立
ち
止
ま
り
、

都
庁
の
方
を
見
上
げ
て
い
る
。

樹

莉
「
な
、
に
…
…
？
」

○
都
庁
前

タ
カ
ト
「
い
け
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
っ
！

グ
ラ
ウ
モ
ォ
ォ
ォ
ン
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
が
お
お
っ
！
！
」

タ
カ
ト
と
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
シ
ン
ク
ロ
。

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
片
目
が
凶
々
し
く
輝
く
。

タ
カ
ト
「!!

」
鋭
い
牙
の
並
ぶ
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
口
蓋
が
開
き

、
グ
ラ
ウ

モ
ン
の
肩
を
噛
む
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぐ
わ
ぁ
っ
っ
」

×
×

×

一
瞬
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「

え
…
…
」

突
如
認
識
さ
れ
る
、
自
己
を
襲
っ
た
激
痛
！

タ
カ
ト
「
う
っ
、
ウ
ア
ア
ア
ア
ッ
！
」

タ
カ
ト
、
肩
を
抑
え
て
苦
し
む
。

○
住
宅
街
の
道

バ
サ
っ
、
と
買
い
物
籠
を
落
と
す
樹
莉
。

樹

莉
「
松
田
君
！
」
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○
都
庁
前

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
を
口
蓋
で
掴
ん
だ
ま
ま
、
身
体

を
引
き
上
げ
て
い
く
。

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
く
っ
、

は
っ
、
離
せ
ぇ
ぇ
！
」

×
×

×

タ
カ
ト
、
肩
を
抑
え
て
、
痛
み
に
顔
を
歪
ま
せ
、
膝
を
つ
く
。

タ
カ
ト
「
ぐ
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

ジ
ェ
ン
と
留
姫
、
タ
カ
ト
の
異
状
に
気
づ
き
近
づ
く
。

ジ
ェ
ン
「
タ
カ
ト
君
！

タ
カ
ト
君!!

」

留

姫
「
ど
、
ど
う
し
た
の!

?

何
な
の
こ
れ
は!?

」

タ
カ
ト
「
ぼ
、
ぼ
く
…
…
」

ジ
ェ
ン
、
怒
り
に
身
を
震
わ
せ

ジ
ェ
ン
「
ガ
ル
ゴ
モ
ン!!

」

×
×
×

ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
ダ
ッ
シ
ュ!

!

ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
だ
む
だ
む
あ
っ
ぱ
ー
っ
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
！

凄
ま
じ
い
勢
い
で
振
り
上
げ
ら
れ
る
ガ

ル
ゴ
モ
ン
の
腕
！

ガ
ン
！

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
顎
下
に
炸
裂
！

弾
み
で
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
身
体
、
転
落
！

×
×
×

留

姫
「
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
！

カ
ー
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！

Ｍ
Ａ
Ｘ
チ
ャ
ー
ジ

ャ
ー
！
」

×
×
×

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
、
持
て
る
力
を
倍
に
！

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
「
狐
炎
龍
！
」

龍
の
形
の
炎
が
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
頭
部
を
焼
く
！

ド
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

倒
れ
落
ち
る
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
身
体

、
そ
れ
が
量
子
化
ノ

イ
ズ
に
分
解
し
始
め

×
×
×

タ
カ
ト
「
（
朦
朧
と
し
た
意
識
）

グ
ラ
ウ
モ
ン
…
…
」
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頭
上
か
ら
、
幾
筋
も
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
。

ヘ
リ
の
音
が
遠
鳴
り
に
。

ジ
ェ
ン
の
声
「
（
遠
く
オ
フ
）
タ
カ
ト
君
！

タ
カ
ト
ォ
ォ
ォ
ォ
！
」

○
西
新
宿
遠
景

都
庁
前
に
う
ず
く
ま
る
巨
体
。

そ
の
頭
上
に
、
コ
ブ
ラ
・
ヘ
リ
編
隊
が
集
結
。

け
や
き
橋
商
店
街
か
ら
見
た
そ
の
光
景

。

デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
霧
の
中
で
判
然
と
し
な
い
。

松
田
ベ
ー
カ
リ
ー
で
は

○
松
田
ベ
ー
カ
リ
ー
店
内

ヘ
リ
の
音
が
聞
こ
え
る
空
。
扉
を
開
け
見
上
げ
て
い
る
タ
カ

ト
の
父
。
奥
か
ら
タ
カ
ト
の
母
が

タ
カ
ト
の
母
「
ど
う
し
た
の
？

何
か
あ
っ
た
？
」

タ
カ
ト
の
父
「
さ
あ
。
ニ
ュ
ー
ス
で
何
か
言
っ
て
る
か
？
」

母
、
リ
モ
コ
ン
で
テ
レ
ビ
を
ザ
ッ
プ
。

タ
カ
ト
の
母
「
（
怪
訝
）
何
に
も
…
…
。
何
か
今
夜
、
映
り
が
悪
い
み
た
い
」

ノ
イ
ズ
塗
れ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
。

○
青
い
世
界

タ
カ
ト
、
眠
っ
て
い
る
。

青
い
霧
が
立
ち
込
め
て
い
る
。

静
寂

。
否
、
滴
が
し
た
た
る
音
が
僅
か
に
聞
こ
え
る
。

湖
面
の
様
な
床
。
タ
カ
ト
は
、
う
ず
く
ま
る
グ
ラ
ウ
モ
ン
に

も
た
れ
て
眠
っ
て
い
た
。

二
人
か
ら
波
紋
が
広
が
っ
て
い
く

。

タ
カ
ト
「

ん
…
…
」

タ
カ
ト
、
目
を
覚
ま
す
。

タ
カ
ト
「
グ
ラ
ウ
モ
ン
…
…
？
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
は
未
だ
目
覚
め
な
い
。
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タ
カ
ト
、
身
を
起
こ
す

と
鈍
痛
が
肩
に
。

タ
カ
ト
「
い
っ
、
っ
た
た
た
た
た
」

肩
を
抑
え
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「

！
」
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
肩
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。

タ
カ
ト
「

グ
ラ
ウ
モ
ン
が
肩
を
噛
ま
れ
た
ら
、
ぼ
く
ま
で
肩
が
痛
く
な

っ
た
…
…
。
何
で
…
…
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
、
目
を
少
し
開
け
る
。

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
…
…
タ
、
カ
、
ト
…
…
？
」

タ
カ
ト
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
顔
を
抱
き
、
さ
す
る
。

タ
カ
ト
「
グ
ラ
ウ
モ
ン
、
大
丈
夫
？
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぼ
く
、
頑
張
っ
た
よ
」

タ
カ
ト
「
う
ん
！
」
タ
カ
ト
、
涙
が
浮
か
ぶ
。

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
で
も
…
…
、
ぼ
く
、
負
け
ち
ゃ
っ
た
」

タ
カ
ト
「
（
激
し
く
首
を
振
り
）
ま
だ
負
け
て
な
い
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
、
負

け
て
な
い
よ
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「

そ
う
…
…
？
」

タ
カ
ト
「
ぼ
く
が
、
ぼ
く
が
ま
だ
テ
イ
マ
ー
と
し
て
一
人
前
じ
ゃ
な
い
か
ら

グ
ラ
ウ
モ
ン
を
傷
つ
け
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
！

ぼ
く
が
悪
い
ん
だ
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
タ
カ
ト
…
…
」

滴
が
落
ち
る
音
が
大
き
く
響
く
。

タ
カ
ト
「

こ
こ
、
ど
こ
だ
ろ
う
…
…
」

見
回
す
タ
カ
ト
。

霧
の
向
こ
う
に
、
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
壁
が
見
え
た
。

そ
の
テ
キ
ス
チ
ュ
ア
は

タ
カ
ト
「
こ
こ
、
前
に
来
た
事
が
あ
る
気
が
す
る
…
…
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぼ
く
た
ち
は
こ
こ
で
生
ま
れ
た

」

タ
カ
ト
「
え
っ!

?

」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
テ
リ
ア
モ
ン
も
、
レ
ナ
モ
ン
も
、
み
ん
な
こ
こ
で
生
ま
れ
た

ん
だ
よ
、
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ぼ
、
ぼ
く

、
デ
ジ
モ
ン
の
世
界
に
、
い
る
…
…
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
の
肩
の
ダ
メ
ー
ジ
が
修
復
し
て
い
く
。

タ
カ
ト
「
グ
ラ
ウ
モ
ン

、
も
う
大
丈
夫
な
の
？
」
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グ
ラ
ウ
モ
ン
「
タ
カ
ト
は
？
」

タ
カ
ト
、
肩
を
回
し
て
み
る
。

タ
カ
ト
「

あ
、
痛
く
な
い
や
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
何
？
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
あ
り
が
と
う
」

タ
カ
ト
「
（
小
声
で
）
え
…
…
、
何
で
…
…
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぼ
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
く
れ
て
」

タ
カ
ト
「

ぼ
く
の
方
こ
そ
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぼ
く
を
も
っ
と
強
く
し
て
よ
、
テ
イ
マ
ー
」

タ
カ
ト
「
！

テ
イ
マ
ー
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
そ
う
、
タ
カ
ト
は
、
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
、
テ
イ
マ
ー
」

タ
カ
ト
の
顔
、
強
く
な
っ
て

○
都
庁
前

ド
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
！

コ
ブ
ラ
・
ヘ
リ
、
機
銃
掃
射
で
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
に
攻
撃
。

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
「
ぐ
お
お
お
お
お
ッ
！
」

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
の
咆
哮
に
呼
応
し
、
八
角
柱
が
輝
く
。

○
ヘ
リ
・
コ
ク
ピ
ッ
ト

Ｈ
Ｕ
Ｄ
に
激
し
い
ノ
イ
ズ
と
デ
ジ
モ
ン
文
字
が
錯
綜
表
示
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
「
う
わ
ぁ
ぁ
ッ
！

操
縦
不
能
！

メ
ー
デ
ー
！
」

視
界
が
グ
ラ
リ
と
傾
い
だ
。

無
線
声
「
（
オ
フ
）
退
避
し
ろ
！
」

○
都
庁
前

散
っ
て
い
く
ヘ
リ
群
。

そ
の
下

、
歩
道
橋
近
く
で
は
ジ
ェ
ン
と
留
姫
が
、
座
り

込
ん
だ
タ
カ
ト
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
タ
カ
ト
！

タ
カ
ト
！

ど
う
し
た
ん
だ!?

」
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留

姫
「
ね
ぇ
し
っ
か
り
し
て!

!

」

タ
カ
ト
の
目
に
光
が
戻
っ
た
。

タ
カ
ト
「

リ
ー
君
？

留
姫
…
…
？
」

ジ
ェ
ン
「
（
安
堵
）
気
が
つ
い
た
！
」

留

姫
「
タ
カ
ト
の
体
、
今
ず
っ
と
ぼ
や
け
て
た
の
…
…
。
あ
た
し
、
タ
カ

ト
が
こ
の
ま
ま
消
え
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
…
…
」

タ
カ
ト
「
ぼ
く
…
…
（
あ
、
）
み
ん
な
の
デ
ジ
モ
ン
は
？
」

留

姫
「
（
目
を
伏
せ
）
」

ジ
ェ
ン
「
（
沈
痛
に
）
ガ
ル
ゴ
モ
ン
と
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
は
ダ
メ
ー
ジ
が
強
く

て
、
向
こ
う
の
公
園
で
休
ん
で
い
る
」

タ
カ
ト
「
！

グ
ラ
ウ
モ
ン
は!

?

」

留

姫
「
消
え
ち
ゃ
っ
た
の
よ
！

ど
こ
か
に
消
え
ち
ゃ
っ
た
の
！
」

タ
カ
ト
「
え
…
…
」
と
、
背
後
か
ら
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
声
。

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
い
る
よ
！

ぼ
く
は
こ
こ
に
！
」

ぬ
っ
と
、
顔
を
出
す
グ
ラ
ウ
モ
ン
！

タ
カ
ト
「
（
笑
み
）
グ
ラ
ウ
モ
ン
！

一
緒
に
い
た
ん
だ
よ
ね
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
い
つ
だ
っ
て
ぼ
く
と
タ
カ
ト
は
一
緒
だ
よ
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
の
頭
に
ち
ょ
こ
ん
と
乗
っ
て
い
る
ク
ル
モ
ン
。

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
も
一
緒
だ
く
る
ー
」

タ
カ
ト
「
ク
ル
モ
ン
！
」

留

姫
「
ど
う
す
ん
の
よ
！

一
度
グ
ラ
ウ
モ
ン
は
負
け
て
ん
の
に
！
」

タ
カ
ト
「
負
け
な
い
！

も
う
僕
た
ち
、
負
け
ら
れ
な
い
ん
だ
！
」

留

姫
「
え
…
…
？
」

タ
カ
ト
、
目
を
閉
じ

、
腰
か
ら
カ
ー
ド
を
出
し
て
、
一

枚
を
選
ぶ
！

ふ
っ
、
そ
れ
が
ブ
ル
ー
カ
ー
ド
に
変
質
し
た
。

ジ
ェ
ン
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ド
に
な
っ
た
…
…
」

タ
カ
ト
「
（
息
を
呑
ん
で
）

カ
ァ
ァ
ァ
ド
ス
ラ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
シ
ュ
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
、
ミ
ヒ
ラ
モ
ン
に
向
か
っ
て
前
進
！

ク
ル
モ
ン
、
飛
び
下
り
る
。

ク
ル
モ
ン
「
（
心
配
そ
う
）
く
る
る
ー
…
…
、
ま
た
…
…
」

タ
カ
ト
「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
・
エ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
！
」

ふ
、
と
ク
ル
モ
ン
の
目
が
閉
じ

、
額
の
星
が
輝
く
。
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○
進
化

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
グ
ラ
ウ
モ
ン
進
化
ァ
ァ
ァ
！

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

○
都
庁
前

よ
り
強
大
な
力
を
持
ち
、
よ
り
強
靱
な
身
体
を
勝
ち
得
た
姿
。

ギ
ル
モ
ン
の
完
全
体
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
驚
き
の
顔
。

声

「
何
故
進
化
出
来
る
！

人
間
な
ど
と
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る

お
前
が
、
我
等
が
神
を
崇
め
ぬ
お
前
が
、
何
故
進
化
す
る
！
」

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
巨
体
を
震
わ
せ

、
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン

に
向
か
っ
て
突
進
し
て
い
く
！

○
中
央
公
園

集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。

木
立
の
向
こ
う
に
見
え
る
、
巨
大
デ
ジ
モ
ン
の
姿
。

ケ
ン
タ
「

す
げ
え
…
…
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「

ホ
ン
ト
の

、
デ
ジ
モ
ン
だ
…
…
。
ホ
ン
ト
に
、
ホ
ン

モ
ノ
の
…
…
」

樹
莉
も
駈
け
て
き
た
。

樹

莉
「

あ
れ
っ
て

、
ギ
ル
モ
ン
ち
ゃ
ん
？
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
違
う
、
ギ
ル
モ
ン
が
進
化
し
た
姿

、
完
全
体
」

樹

莉
「
松
田
君
は!?

」

ケ
ン
タ
「
テ
イ
マ
ー
は
デ
ジ
モ
ン
と
一
緒
に
戦
う
…
…
」

樹

莉
「
そ
ん
な
！
」

ド
オ
オ
オ
オ
ン
！

激
し
く
激
突
す
る
デ
ジ
モ
ン
同
士
。

樹

莉
「
松
田
君
ッ
！
」

○
都
庁
前
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歩
道
橋
の
上
に
立
ち
は
だ
か
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
！
」

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
（
振
り
向
き
）
タ
カ
ト
！

ぼ
く
に
力
を
！
」

タ
カ
ト
「
（
頷
き
）
カ
ー
ド
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！

強
化
プ
ラ
グ
イ
ン
Ｗ!

!

」

光
が
Ｄ
ア
ー
ク
か
ら
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
に
伸
び

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
グ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
」

力
を
全
身
に
漲
ら
せ

○
都
庁
ビ
ル
中
層
／
山
木
の
部
屋

見
下
ろ
し
て
い
る
山
木
。

背
後
の
モ
ニ
タ
に
は
、
円
卓
会
議
出
席
者
が
小
さ
く
映
っ
て

い
る
。

声

１
「
こ
こ
ま
で
騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
て
は
報
道
管
制
も
限
度
が
あ
る
！
」

声

２
「
攻
撃
ヘ
リ
の
出
動
を
誰
が
認
め
た
の
よ
！
」

声

３
「
今
は
事
態
収
拾
を
第
一
に

」

山
木
、
聞
い
て
い
な
い
。

山

木
「
（
呟
く
）
私
が
…
…
、
こ
い
つ
ら
を
こ
の
世
界
に
引
き
込
ん
だ
と

い
う
の
か
…
…
？

こ
の
私
が
…
…
」

○
都
庁
前

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
ブ
ラ
ス
タ
ー
！
」

怒
り
の
業
火
！

ミ
ヒ
ラ
モ
ン
、
そ
れ
に
包
ま
れ

、
爆
発!!

ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！

○
中
央
公
園

ヒ
ロ
カ
ズ
「
や
っ
た
…
…
。
（
笑
み
）
ヤ
ッ
タ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

ケ
ン
タ
「
勝
っ
た
！

タ
カ
ト
の
デ
ジ
モ
ン
が
勝
っ
た
！
」

樹

莉
「

（
祈
り
）
松
田
君
…
…
、
ギ
ル
モ
ン
…
…
」

○
都
庁
前
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メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン

、
パ
ワ
ー
を
使
い
果
た
し
、
身
体

を
揺
ら
し
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
！

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン!?

」

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
タ
、
カ
ト
…
…
、
僕
、
勝
っ
た
、
よ
…
…
」

量
子
化
ノ
イ
ズ
で
消
え
て
い
く
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
の
姿
。

タ
カ
ト
「!!

ダ
メ
だ
！

消
え
ち
ゃ
駄
目
だ
よ
！
」

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
僕

、
疲
れ
ち
ゃ
っ
た
…
…
」

タ
カ
ト
「
僕
は
君
の
テ
イ
マ
ー
な
ん
だ
ァ
ァ
ァ
！
」

タ
カ
ト
、
両
手
を
バ
ッ
と
広
げ
る
！

ジ
ェ
ン
「
！
」

留

姫
「
…
…
」中

央
公
園
か
ら
走
り
出
て
く
る
子
ど
も
た
ち
。

ジ
ェ
ン
と
留
姫
が
立
つ
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
集
ま
る
。

樹

莉
「
松
田
君
！

松
田
君
は!?

」

タ
カ
ト
、
集
ま
っ
て
き
た
み
ん
な
を
見
上
げ
、
ニ
ッ
コ
リ
。

タ
カ
ト
「
大
丈
夫
。
ぼ
く
も

」

タ
カ
ト
は
眠
っ
て
い
る
ギ
ル
モ
ン
を
抱
い
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
ギ
ル
モ
ン
も
、
元
気
だ
よ
！
」

樹

莉
「
良
か
っ
た
…
…
（
涙
ぐ
む
）
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ヒ
ロ
カ
ズ
」

ヒ
ロ
カ
ズ
「
タ
カ
ト
、
す
げ
え
よ
。
ギ
ル
モ
ン
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
す
げ
ぇ
や
」

ケ
ン
タ
「
う
ん
、
す
げ
え
」

タ
カ
ト
「
う
ん
」留
姫
、
僅
か
に
微
笑
ん
で
見
て
い
た
が

留

姫
「
レ
ナ
モ
ン
…
…
」

す
っ
、
と
背
後
に
立
つ
レ
ナ
モ
ン
。

レ
ナ
モ
ン
「
回
復
し
た
」

留

姫
「
（
微
笑
）
良
か
っ
た
」
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ジ
ェ
ン
の
頭
に
は
テ
リ
ア
モ
ン
。

ジ
ェ
ン
「
大
丈
夫
？

テ
リ
ア
モ
ン
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
も
ー
ま
ん
た
い
ー
」

ク
ル
モ
ン
「
わ
ぁ
、
み
ん
な
楽
し
い
で
く
る
ー
！

ク
ル
モ
ン
も
楽
し
い
で

く
る
ー
！
」

子
ど
も
た
ち
に
祝
福
さ
れ
る
デ
ジ
モ
ン
た
ち
。

以
下
次
回
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